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八杉 ユカテクマヤ語の正書法の歴史

ユ カテクマヤ語 の正書法の歴史

マヤ人の文字使用との関連において

八 杉 佳 穂＊

A Brief History of the Orthographic  Change among the Yucatec Maya

Yoshiho  YASUGI

   The Maya had been using a special writing system since the 
third century, but it had been almost forgotten in the sixteenth 
century, when the Spaniards entered the Yucatan peninsula. 

   Since then the Yucatec Maya have used an alphabetic system 
which may have been invented by the Spanish priest Luis de 
Villalpando and his companions. The  orthography, once 
settled, did not change except for some letters for [p'],  [t'], [s], 
etc. (Table  1). In the eighteenth century the Yucatec gram-
marian Pedro Beltran tried to change the writing system 
systematically, under the influence of the reform of the Spanish 
orthography. In the nineteenth century Carrillo y Ancona 
introduced a new orthography, but with the exception of dz for 

 [¢1, its system was not accepted by those who followed. 
Meanwhile, Yucatec Maya indians left many documents in 
which they used traditional orthography but spelled words in 
many different ways (see, p. 103). Nowadays the Yucatec Maya 
use four major and different systems—traditional, international, 
Cordemex, and Cartilla-Bible. However, Yucatec Maya indians 
have almost no opportunity to write their language and show no 
concern about the systems.

１．　 は じめ に

２． 征 服 直後 か ら１７４６年 ま で

３． １７４６年 か ら現 代 ま で

４． む す び
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１． は じ め に

　マヤ人の文字の使用について論 じようと思えば，マヤ文字の起源からときは じめな

ければならないであろうが，マヤ文字については簡単にふれるにとどめ，本論では，

ユカテクマヤ人の１６世紀以後の文字使用を主に扱 うことにしたい。

　マヤ文字で年代がはっきりしている最古のものは，ティカルの石碑２９号で，西暦に

なおすと２９２年であるが，そこに刻まれている文字はすでに発達 した形を示 しており，

マヤ人が文字を使いはじめたのは，それよりずっと以前，おそらく紀元前にさかのぼ

るものと思われる。以後 ９０９年までの間に，碑が１０００以上も刻まれている。その他土

器や壁画，骨片などにも文字は残っている。

　それらの文字を使用 したのは，おそらく王，神官，貴族などの一部のエリー ト層に

限られていたものと思われる。 しかしそうした碑や土器などをつ くったのは，文字を

理解できない職人階級であったにちがいない。碑に刻まれた文字にはほとんどまちが

いがないが，それでもいくつかのまちがいが碑文中にみられるか らである。それ らを

訂正することな くそのまま残 しているのは，彼 らの文字に対する考えを知る上で興味

深い。石であったことも関係あろうが，もし神聖なものなら，まちがうはずがなく，

たとえまちがったとしても，やりなおすであろう。そうでないということは，おそら

く一度文字が刻まれて しまえば，そこに魂がやどるとか，力をもつとか考え られたか

らにちがいない。

　碑文に限っていえば，５年，１０年，あるいは２０年に１本の割合でしか建て られてい

ないのも，当時の文字使用を考える上で，大切な要素である。石に石で刻んでいくの

であるから，碑をつ くるためには相当な期間を必要としたにちがいないが， ５年また

は１０年または２０年に１本とは，あまりに少なすぎるように思われる。当時文字はいろ

いろな場合に使用されていたと想像されるのであるが，非常に限 られた機会 しか記録

として残されることがなかったのではなかろうかガ

　 マヤ文字の使用について考えるには，時代の変化，地域的な差，取り扱った内容な

どについてふれてい く必要があるが，それ らはマヤ文字を扱うときにして，先を急ぎ

たい。

　 マヤ文字はその後も使用されつづけたが，残っているテキス トの中で重要なものは，

碑文ではなく絵文書となる。イチジクからつ くられた紙に石灰を塗り，その上に黒や

赤，青などの色を使って文字や絵を描いたもので，その材料は著 しく碑文 と異なる。

材料ばかりでない。内容も異なっている。しかしもちろん碑文時代 （古典期２９２～９０９
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年 ） に も絵 文書 は書 か れ て いた に ちが いな く， た ま た ま残 っ て い る もの が ， それ 以 後

に写 され た もの で あ るにす ぎな い ［ｃ£　ＡＮＧｕＬｏ　Ｖ ． １９７０；ＴＨｏＭｐｓｏＮ　 ｌ９７１：２３］。

　 征 服 後 も限 られ た人 の うちで 文 字 は使 用 され て い た が ， ほ ぼ消 滅 の危 機 に頻 して い

た。 も ５ ともペ テ ンの イ ツ ァ族 の間 で は， １７世 紀 に も文 字 が用 い られ て い た こ とが ，

Ａｖｅｎｄａｆｉｏの 記述 か らわか る ［Ｍ ＥＡＮｓ　 ｌｇＩ７：１４１］。 しか しそれ は残 って お らず ，

現 在 残 って い る もの は ， ラ ンダ の アル フ ァベ ッ トと 称 され る もの と， Ｌａｎｄａ の 『ユ

カ タ ン事 物 記 』 や い くつ か の チ ラ ム ・バ ラム の書 に残 る暦 の文 字 だ けで あ る。

　 そ う した マ ヤ文 字 の言 語 は ，ユ カテ クマ ヤ語 の 可能 性 が高 い こ と は す で に 論 じ た

［八 杉 　 １９８２］。 そ れ ゆ え， ユ カ テ クマ ヤ語 がマ ヤ諸 語 の な か で一 番 重 要 と考 え られ る

の で ，征 服 後 彼 らが どの よ うに アル フ ァベ ッ トを得 て ， 用 い て い っ たか を考 察 して み

た い の で あ る。 な お マ ヤ族 の征 服 後 の 文字 の使 用 は， そ の他 キ チ ェ族 や カ クチ ケ ル族

な ど に もみ られ る こ とを つ け加 え て お きた い。

２． 征服 直 後 か ら１７４６年 ま で

　 マ ヤ人 が は じめて ヨー ロ ッパ 人 と接 触 した の は ， コロ ンブ ス の第 ４回 目の 航 海 の と

き と思 わ れ るが， 最 初 に 深 くユ カ テ クマ ヤ語 を学 ん だ の は ， Ｖａｌｄｉｖｉａ を 隊 長 とす る

舟 が難 破 し （１５１１年）， ユ カ タ ン半 島 の東 海岸 に漂 着 した人 々の なか の 生 き残 りの二

人 ，Ｊｅｒ６ｎｉｍｏ　ｄｅ　Ａｇｕｉｌａｒ と Ｇｏｎｚａｌｏ　Ｇｕｅｒｒｅｒｏ で あ った 。 彼 らの うちマ ヤ人 化 し

た Ｇｕｅｒｒｅｒｏの方 は，ユ カ テ クマ ヤ語 を記 す こと は なか った に ちが いな いが ，　Ａｇｕｉｌａｒ

の方 は Ｃｏｒｔ６ｓ に仕 え た の で ， ユ カ テ クマ ヤ語 を 断片 な が らも記 す機 会 が あ った か も

しれ な い 。 しか しユ カ テ クマ ヤ語 を学 び， 研究 し，体 系 的 に書 き記 しは じめ た の は ，

キ リス ト教 の布 教 にや って きた神 父 た ちで あ った。

　 メ ソ ア メ リカ で は， 征 服 当 時 ，数 多 くの こ とば が話 され て いた 。共 通 語 と して ス ペ

イ ン語 が 用 い られ る よ うにな った の は ，そ れ が一 つ の原 因 で あ ろ うが， イ ン デ ィオ を

キ リス ト教 化 す る に は ， ス ペ イ ン語 で は効 果 が な く，神 父 た ち は， ま ず彼 らの話 す こ

と ばを 学 ばな け れ ば な らなか った 。 ユ カ タ ンで は， ユ カ テ ク マ ヤ語 が話 さ れ て い た。

通 常 ユ カ テ クマ ヤ語 の こ とをマ ヤ語 とい うが ， こ の術語 は ， マ ヤ諸語 全 体 を さす 場 合

に用 い られ た り，碑 文 時代 のマ ヤ族 の こ とば を さす 場合 に用 い ると便利 で あ った りす

る の で ， こ こで は ユ カ テ クマ ヤ語 とい うこ と にす る。

　 征 服 者 た ち は， １５４１年 に カ ンペ チ ェを ，１５４２年 に はメ リダ を建 設 し，征 服 は一 応 完

了 した。 修 道 院 が建 て られ ，神 父 た ち はス ペ イ ン語 を教 え る一 方 ， ユ カ テ ク マ ヤ語 を
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学 ぶ こと に専 念 した の で あ る。神 父 た ち に と って は キ リス ト教 の布 教 が第 一 の仕 事 で

あ り， キ リス ト教 の 教 義 を ユ カ テ クマ ヤ語 にな お す こ とに重 点 が お か れ た が， そ れ と

と も に言 語 の研 究 も必 然 的 に お こな わ れ た。 散 逸 して しま って 名だ け しか伝 わ らな い

もの もあ るが ，文 法 書 や辞 典 な ど はか な りの数 にの ぼ って い る。 以 後今 世紀 に至 る ま

で， ユ カ テ クマ ヤ語 を 記 した の は ，神 父 た ちば か りで な くユ カ テ クマ ヤ人 自身 もい た

が ， ユ カ テ クマ ヤ語 を 研究 して きた の は，１９世 紀 に現 わ れ る言語 学 者 を除 くと， ま ず

例 外 な く これ らの神 父 た ち で あ った 。

　 お そ ら く正 書 法 が確 立 した の は，カル ロス ５世 （（〕ａｒｌｏｓ　Ｖ）が１５４４年 に ヌエバ ・エ ス

パ ーニ ァに送 った２００人 あ ま り の神 父 の うち，ユ カタ ンに派 遣 され た ５人 の神 父 ，ま た

はそ の う ちの だ れか に よ る もの と思 わ れ る。彼 らは１５４６年 に カ ンペ チ ェに着 いて い る。

５人 の 派遣 神 父 の長 で あ った Ｌｕｉｓ　ｄｅ　Ｖｉｌｌａｉｐａｎｄｏ につ いて次 の よ うな記 述 が あ る。

　 「（ユ カ テ クマ ヤ語 を） も っ と もよ く知 って い る人 は Ｌｕｉｓ　ｄｅ　Ｖｉｌｌａｌｐａｎｄｏで ， 身 ぶ り手 ぶ

りで こ と ばを 学 び始 め， そ れを ある種 の文 法 書 に ま とめ ， キ リス ト教 の教 義 を そ の こ とば で

書 いた 」 ［ＬＡＮＤＡ　 ｌ９３８：９７－９８］。

　 現 在 彼 が最 初 の文 法 書 を書 いた とみ られ て い るが ，残 念 な が ら残 って い な い。 文 法

書 を書 い たか らに は， ユ カ テ クマ ヤ語 を表 記 した こ と はま ちが い な い。

　 ま た ５人 の う ちの ユ人 Ｊｕａｎ　ｄｅ　Ｈｅｒｒｅｒａ につ い て は次 の よ うな記 述 が あ る。

　 「ロ サ ンジ ェル ス州 の平 修 道 士 Ｊｕａｎ　ｄｅ　Ｈｅｒｒｅｒａは ，教 義 を イ ンデ ィオ ， 特 に子 供 た ち に

教 えた 。 学 校を 建 て ，読 み 書 きや聖 歌 を教 え た」 ［ＬｌｚＡＮＡ　 ｌ８９３：４７ｖ－４８ｒ］。

　「… … ことば （ユ カ テ クマ ヤ語 ） を 学 び， キ リス ト教 の 教 義 を イ ンデ ィ オ， 特 に子 供 た ち

に教 え る こ とに没 頭 した… … 」 ［Ｌ６ＰＥｚ　ＤＥ　ＣｏＧｏＬＬｕＤｏ　 ｌ９５７；Ｌｉｂｒｏ　Ｖ－ｃａｐ．　Ｖ］。

　 「学校 を こ し らえ ， 読 み書 きを教 えた」 とあ り， お そ ら く Ｈｅｒｒｅｒａ はス ペ イ ン語

の読 み書 きを教 え た と思 わ れ るが， 同 時 に ユ カ テ クマ ヤ語 の読 み書 き も教 え た もの と

思 わ れ る。

　 彼 らが ど の よ うにユ カ テ クマ ヤ語 を 転 記 した か定 か で はな い。 しか し今 ， １５６７年 に

１０人 の マ ヤ族 の首 長 がス ペ イ ンの フェ リペ ２世 （Ｆｅｌｉｐｅ　ｌｌ）に送 った手 紙 が あ る （以

後 これ を 『手 紙 １５６７』 と略 す） ［Ｍ ＡＲＴｉＮＥｚ　Ｈ ＥＲＮＡ　ＮＤＥｚ（ｅｄ．） １９２９：５７－６１Ｐ）。本

１） Ｃａｒｔａに は ，　 Ｍ ｏｔｕ１の も の と Ｚｉｍｍｅｒｍａｎｎ［１９７０］ の もの の ２つ の版 が あ る。 両 者 を 比 べ

る と， Ｚｉｍｍｅｒｍａｎｎ の版 に はま ち が いが あ る こ とが わ か る。 両 者 とも写 本 で あ る可能 性 は否

定 で きな い が ， この うちの どち らか が 原本 で あ る とす る と， Ｍ ｏｔｕｌ版 とい うこ とが で き る。

Ｚｉｍｍｅｒｍａｎｎ版 に はま ちが いが み られ る ので ， こ こで は Ｍ ｏｔｕ１版 を使 う こと に した 。
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文 が２５行 の短 い も ので あ るが ， そ こ には ユ カ テ クマ ヤ語 を 表 わ す た め に必 要 な 文 字 が

す べ て含 ま れ て い る。 そ れ は そ れ以 後 の ユ カ テ クマ ヤ語 の 書 き方 とほ ぼ 同 じで あ るの

で， これ を使 い ，使 わ れ て い る文 字 を み る こ と に した い２）。

p t tz ch c 

pp th  a ch k 

b

 {i  y  j} e a o  (u  v) 

(ii ij) ee  as  oo  uu

is  z  9}  x h 

m n  

｛ ｝ で く くった文 字 は 同一 音 を 表 わ す変 異 体 ，す なわ ち異 文 字 で あ り， （ ） は この

テ キス トには た ま た ま現 わ れ な いが ，他 の テ キ ス トか ら存 在 す る こ とが 確 か な文 字 で

あ る。

　 おそ ら く神 父 た ち が最 初 に つ ま ず い た の は ， ス ペ イ ン語 に な い音 ， 特 に声 門 閉鎖 音

と呼 ばれ て い る一 連 の音 の 表 記 で あ った に ち が いな い。

　 Ｐ，ｔ，　ｃｈ の音 の 声 門 音 は ，　ＰＰ，　ｔｈ，　ｃｈ とス ペ イ ン語 に あ るア ル フ ァベ ッ トに 少 し手

を加 え る こ とで 解 決 して い る。

　 『ｋ］ とそ の声 門音 ［ｋ’］につ いて は，ｃ と ｋ の文 字 を使 って い る。 ス ペ イ ン語 で は ，

１と ｅの 前 は ｑＵｌ，　ｑｕｅ と書 き換 え るが ， ユ カ テ クマ ヤ語 で は ， そ の ま ま， つ ま り ｃ互，

ｃｅ で あ る。 ス ペ イ ン語 に お け る非 体 系 的 な 書 き方 を ナ ワ トル 語 の よ うに その ま まひ

きつ ぐこ とな く，体 系 的 に改 め た こと は， 特 記 しな けれ ばな らな い で あ ろ う。 ただ し

『ユ カタ ン報 告 書 （Ｒｅｌａｃｉｏｎｅｓ　ｄｅ　Ｙｕｃａｔ∂ｎ）』 （１５７９－８１） にみ られ るよ うに， ス ペ イ ン

語 式 に ｑｕｅｈ，　ｑｕｉな ど と書 いた もの も あ る。 しか し， こ うい う例 は例 外 的で あ る。

た だ ９ の文 字 を 使 った た め， ｃｅｄｉｌｌａ を 忘 れ る と ［ｋ］に な る問 題 が あ る。９ と ｃは ［ｓ］

と ［ｋ］ とい うま った く違 った音 を 表 わ す文 字 で あ る ので ， ｃｅｄｉｌｌａ を 忘 れ ると ， ま っ

た くちが った 意味 に な る。 実 際 そ うい う場 合 が あ るの で， ユ カ テ クマ ヤ語 を読 む場 合 ，

特 に注 意 しな くて は な らな くな って い る。

　 ［¢］ とその 声 門 音 ［¢’］の場 合 ， そ の音 を あ らわす 文字 が ス ペ イ ン語 にな か った の で

あ るか ら，ｔｚと い う書 き方 を 採 用 す る に も相 当苦 労 した に ち が いな い。 ま して や そ の

声 門 音 と な る と， も う新 しい記 号 を発 明す る以 外 に手 が な か っ たの で あ ろ う。 そ の際

ｃの ひ っ くり返 った文 字 っを 採 用 した こと は ，か な り興 味 深 い。 そ の 他 の アル フ ァベ

ッ トを 利 用 せ ず ， なぜ それ を 採 用 した の か。 それ は ［ｓ］音 とあ る種 の 音 の 似か よ りを

２）各文 字の音価について は，表 １を参照 されたい。
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感 じた か らで は なか ろ うか。 そ の際 ｓや ｚは み て の 通 りひ っ く り返 して も 同 じ形 で

あ るか ら，使 え ず， ｃｅや ｃｉを 表 わ す場 合 の ｃを使 った ので は な か ろ うか 。辞 書 の項

目 の順 番 か らみ て も， ［ｓ］ と ［¢］ の似 か よ りを 感 じた に ち が い な い こ とが わか る。 た

とえ ば， ユ カ テ ク マ ヤ語 の 現存 す る最 古 の 辞 書 『モ トゥル 辞 典』 で は，ａ，　ｂ，　ｃ，　ｚ，　ｔｚ，

ｏ，ｃｈ，　ｃｈ，　ｅ… … と い う順 に な って い る。　ｔｚが ｔの次 で は な く ｚ［ｓ］の次 に置 か れ て

い るの で あ る。

　 ９，ｚ，　ｓは １つ の音 ［ｓ］の異 文 字 で あ る。『手 紙 １５６７』 の 場 合 ，　ｓは ｃａｓｔｉｌｌａ の よ うな

ス ペ イ ン語 の単 語 に しか使 わ れ て い な い。 ｇ と ｚは 区別 な く使 われ るが ， 『手紙 １５６７』

の 場合 は ，ｇが圧 倒 的 で ，　ｚ は １例 に とど ま って い る。

　 Ｖは 「Ｕ］ と ［Ｗ］の 音 を表 わ す場 合 に用 い られ ，Ｕ と区別 な く用 い られ て い る。　Ｓ，　ｇ，

ｚの場 合 と同様 ， ｖ と ｕ はそ の 後 も区別 な く用 い られ て い る。 そ れ と 同 じよ うな使 い

方 は ［ｉ］の場 合 に もあ る。 た だ ｙ は単語 の初 頭 に用 い られ ，ｊは 『手 紙 １５６７』 の場 合

は ｐｊｋａｎａｃｏｏｎ にみ られ るよ うに ｉの か わ りに用 い られ る こ と もあ るが ，　ｉｊの よ うに ・

ｉが ２つ続 く とき に ２番 目の ｉの か わ りに使 わ れ て い る。 これ は ｉ？を 表 わ す 場 合 が

ほ とん どで あ る。

　 い ま述 べ た子 音 は， すべ て の ちの文 献 に踏 襲 され て い る。 ただ し ［ｐ’］の場 合 ， ｐ，

ＰＰ，　ＰＰ，［ｔ’】の場 合 ，　ｔｈ，　ｔｈ と少 し書 き方 に変 異 が み られ る。

　 母 音 の場 合 ， ｉ，　ｅ，　ａ，　ｏ，　ｕ とそ れ を二 重 に した もの の ２種 類 あ る。　 『手 紙 １５６７』 の

場 合 ｉｉを み いだ せ な か った が ， これ は短 文 の た め と思 わ れ る。 一見 す る と二 重 母 音

は 長母 音 の よ う に思 わ れ るが， ｖ？ｖ の場 合 が ほ とん どで あ る。 現在 ユ カ テ クマ ヤ語 に

は 長母 音 （ｖｖ）な らび に ｖ？ｖ が あ る ので ， この ２つ の 場 合 を す べ て ｖｖ と書 い た可 能

性 が あ る。 しか し長母 音 は なか った 可能 性 も考 え られ る。 そ れ ゆえ 母 音 の 問題 は今 後

の 課題 と して ， この の ちお もに子 音 を扱 う こ とに した い 。

　 おそ ら くい ま み て きた正 字 法 は Ｖｉｌｌａｌｐａｎｄｏ らに よ って 確 立 され た もの と 思 わ れ

る。

　 しか し １５５０～ ６０年 代 に 書 か れ た Ｌａｎｄａ の 『ユ カ タ ン 事 物 記 （Ｒ８Ｚα６’命 ｄｅ　ｌａｓ

ｃｏｓａｓ　ｄｅ　Ｙｕｃａｔａｎ）』 や 『ユ カタ ン報 告書』 をみ る と， 決 して しっか り確 立 して いた も

の とは思 わ れ な い。 Ｌａｎｄａ の書 は後世 の写 本 で あ り， これ か ら述 べ る こ とも出版 さ

れ た本 か らで あ るので ， 若 干 問 題 も残 るが ， Ｌａｎｄａ のユ カ テ クマ ヤ語 の書 き方 は 決

して正 確 で な か った とい う こ とが で きる。 特 に 声 門音 の 表 記 と ［¢］ と ［¢’］の 表記 に

問題 が あ る。 た とえ ば ， ユ カ テ クマ ヤ 人 が 書 い た も の で は ｃｈｉｃｈｅｎｉｔｚａ，　ｅｏｎａｂ，

ｋｕｋｕｌｃａｎ と正 し く表 記 され て い る ものが ，『ユ カタ ン事 物 記』で は ｃｈｉｃｈｅｎｉｚａ，　ｅｚａｎ一
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ａｂ，　ｃｕｃｕｌｃａｎ と書 か れ て い る。 ま た Ｌａｎｄａ は ｐａ （割 る） と ＰＰａ （あ け る） を 逆 に

して い る。 これ は筆 者 が 調 べ る ことが で きた ６版 の Ｌａｎｄａ の書 で す べ て そ うで あ る。

写 字生 の ま ち が いの 可能 性 が高 いが ， そ の他 の ユ カテ クマ ヤ語 の表 記 を 考 え合 わせ る

と， Ｌａｎｄａ は声 門 音 の重 要 性 を十 分 認 識 して い なか った よ うに思 われ る。　Ｌａｎｄａ が

表 記 したユ カ テ クマ ヤ語 の 中で も う一 つ お も しろ い の は ，ｃｅｚａｌｃｕａｔｉ・で あ る。 これ は

メ キ シコの神 ｇｕｅｔｚａｌｃｏｑｔｌの こ とで ， ユ カ テ クマ ヤ語 で は ｋｕｋｕｌｃａｎ とい う。 ［ｋｅ］

は ナ ワ トル 語 で は ｑｕｅ と転 写 され た に もか かわ らず ，　Ｌａｎｄａ はユ カ テ クマ ヤ語 の 表

記 に従 い， ｃｅ と書 い て い る。　Ｌａｎｄａ は ｔｚａを表 記 しな か ったが ， こ こで も ｔｚａを ｚａ

と書 い て い る。 Ｌａｎｄａ の ｚの発 音 は ｔｚ に近 か ったの か も しれ な い。　ｃｕａｔｉは蛇 （ｃｏ－

ａｔｌ）の こ とで あ り，語 尾 の ｔｌが ｔｉに な って い るの は ， お そ ら く ｔｌが ｔに変 化 した

タバ ス コあ た りの ナ ワ語 ， す な わ ち ナ ワ トル語 で はな くナ ワ ッ ト語 か ら借 用 され た か

らに ちが い な い。 ユ カタ ン人 は ナ ワ語 を ア ス テ カか らで は な く， タバ ス コあ た りか ら

受 け入 れ た こと は， 『ユ カ タ ン報 告書 』 の ｍ ｏｘｏｐｉｐｅ （ｍｕｘｐｐｉｐｐ）の項 に Ｑ ｕｅｔｚａｌ－

ｑｕａｔとあ る こ とや ， チ ラム ・バ ラ ムの書 に あ らわ れ るナ ワ語 か らもわ か る。

　 『ユ カタ ン報 告 書 』 で も同様 で ，書 法 は正 確 で な い。 例 を 挙 げ て み よ う。左 は古 典

ユ カ テ クマ ヤ語 の表 記 ，右 は 『ユ カ タ ン報 告書 』 に現 わ れ る表 記 で あ る。，な お ， ＊ は

Ｇａｓｐａｒ　Ａｎｔｏｎｉｏ の 助 けを か りた Ｒｅｌａｃｉ６ｎ　ｄｅ　ｔａ　ｃｉｕｄａｄ　ｄｅ　Ｍ 爾 ４α と い う 報 告 ・書

に現 わ れ る表記 で あ り， そ の他 は Ｒｅｌａｃｉｏ’ｎ　ｄｅ　Ｍ ａｍａ／ Ｋａｎｔｅｍｏ にみ られ る表 記 で あ

る。

ek 

kuche 

kokob 

ci 

ceh 

pic 

iz 

ah  chom

黒 い木

杉

蛇

マゲ イ

鹿

ス カ ー ト

い も

はげ わ し

＊ｅｒ

＊ｃｕｃｈｃ

＊ｃｏｃｏｂ
，　ｃｏｋｏｂ

＊ｑｕｉ

ｑｕｅｈ

ｐｉｑ

＊ｙｓ

＊ａｈ　ｃｈｏｍ

　 そ の 当時 の ユ カ テ クマ ヤ人 は ど うだ ったか 。 そ の こ ろ ユ カ テ クマ ヤ人 のな か で も っ

と も活 躍 して い た の は， お そ ら く Ｇａｓｐａｒ　Ａｎｔｏｎｉｏ で あ った と思 わ れ る。 彼 の 母 は

マ ニ の首 長 Ｔｕｔｕｌ　Ｘ ｉｕ の娘 で， 父 は Ｔｕｔｕｌ　Ｘｉｕ の神 官 で あ り， １５３１年 頃 誕生 し，ス

ペ イ ン人 に教 育 を うけ ， いわ ば公 式 通 訳 者 の よ うな活 躍 を して い た。 Ｌ。ａｎｄａ も彼 を
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情 報 提 供 者 と して い る し， 『ユ カ タ ン報告 書 』 の い くつ か は彼 の助 けを あ お い で い る。

マ ヤ文 化 を も っ と もよ く理 解 して い た １人 で あ るが ， 彼 の 助 け を か りた Ｌａｎｄａ の書

や 『ユ カ タ ン報 告書 』 の ユ カ テ クマ ヤ 語 の書 き方 を み る と， い まみ て きた よ う に，正

字 法 に則 った正 しい書 き方 が な され て い ると は いえ ない。 も し彼 が 正 確 に言 語 音 と文

字 の 関係 を 知 って い た な ら， この よ うな不 首 尾 な書 き方 を許 す こ とは な か った に ちが

い な い。

　 しか し 『モ トゥル 辞典 』 で は， 先 に述 べ た書 き方 が用 い られ て お り， ひ きつ づ きそ

れ は正 字 法 と して 用 い られ る。 『モ トゥル辞 典』 とは す で に述 べ た よ うに１６世 紀 の後

半 に作 られ た， ユ カテ クマ ヤ語 で は最 重要 の辞 典 であ る。 『モ トゥル辞 典 』 の項 目を

あ げ る と， 次 の よ うに な る。

　 ａ，ｂ，　ｃ，　ｚ／ｇ　ｔｚ，っ，　ｃｈ，　ｃｈ，　ｅ，　ｈ （ｒｅｚｉａ），　ｈ （ｓｉｍｐｌｅ），　ｙ，　ｉ，　ｋ，１，　ｍ ，　ｎ，　ｏ，　ｐ，　ｐｐ，　ｔ，

ｔｈ，　ｖ！ｕ，　ｘ

　 例文 中 に は ｓも ｊも あ らわ れ，先 に み た 『手紙 １５６７』 とま った く同 じ文 字 がつ か わ

れ て い る。 ただ 興 味 を ひ くの は ｈ の 項 が ２つ あ る こ と で あ る。 す な わ ち強 い ｈ（ｈ

ｒｅｚｉａ，　ｈ） と弱 い ｈ （ｈ　ｓｉｍｐｌｅ）で あ る。 後者 は た とえ ば所有 代 名詞 の ｗ（ｕ）や ｙ がつ

くと失 わ れ る。

　 ｈｕｕｎ 手 紙 ，　ｙｕｕｎ　Ｐｅｄｒｏ ペ ドロの 手紙 ［ＣｏＲｏＮＥＬ　 １６２０］。

　 ｈａｌｍａｈ　ｔｈａｎｉｌ命 令 ，　 ｕａｌｍ ａｈ　ｔｈａｎｉｌ 私 の命 令 （Ｓａｎ　Ｂｕｅｎａｖｅｎｔｕｒａ　ｌ　６８４　ｉｎ

　 ［Ｍ ＡＲＴｉＮＥｚ　ＨＥＲＮＡＮＤＥｚ （ｅｄ．） １９２９］）。

　 しか し強 い ｈ は失 わ れ る こ とはな い。 この ｈ は た だ 初 頭 に来 る 場 合 しか 『モ トゥ

ル辞 典 』 で は 区別 され て い な い。 しか し ｈ と ｈ の よ うに区 別 され て は お らず ， す べ

て ｈ で書 か れ て い る 。 そ のた め 音 素 と して ２つ の 音 が あ った か ど うか わ か らな い。

しか し ｈ ［ｘ］と ｈ ［ｈ］の 音 の 区別 を もつ 高地 マ ヤ諸 語 のた とえ ば ケ ク チ語 と比 較 す る

と，対 応 が は っ き り認 め られ る。 そ れ ゆ え１６００年 頃 には音 素 と して 区別 す る必 要 は十

分 に認 め られ な か った か も しれ な い が ，実 際 は語 頭 で は識 別 で き るほ ど の差 が あ った

と い う こ とが で き，ま た それ 以 前 には ユ カ テ クマ ヤ語 に も 「ｘｊと ［ｈ］の音 素 が あ った

と推 測 で き る。 以 後 こ の ［ｘ］と ［ｈ］の 区 別 は ， Ｃｏｒｏｎｅ１［１６２０］は も ち ろん ，　 Ｓａｎ

Ｂｕｅｎａｖｅｎｔｕｒａ ［１６８４］の 文法 書 ま で記 され て い る。 しか しそ れ 以 後 は も はや 両者 の

ちが い は認 め られ て い な い。

　 Ｃｏｒｏｎｅ１の文 法 書 は現 存 す る最 古 の文 法 書 で あ る。 この文 法 書 には の ち の文 法書 に

み られ る音 の 説 明 が な い が， 使 わ れ て い る文 字 は 『モ トゥル 辞 典』 の もの と同 じで あ

る。 も っ と も Ｃｏｒｏｎｅ１の文 法 書 も 『モ トゥル 辞典 』 も １９２９年 に出版 さ れ た もの しか
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調 べ る こ とが で き なか った の で ， そ う断 言 す るの は 幾分 は ばか られ るが， １９２９年 版 の

前 書 き に，手 稿 を尊 重 し， そ の正 字 法 を守 った とあ るの で ， まず 問題 な か ろ う。 この

時 代 の もの で手 稿 を確 か め る こ と が で き た の は 『ヴ ィエ ナ辞 典』 で あ る。 Ｂａｒｒｅｒａ

ｖａｓｑｕｅｚ に よ る と， １６世 紀 の終 りか ら１７世 紀 の初 め に か け て 編 ま れ た も の と い う

［ＢＡＲＲＥＲＡ　ＶＡＳＱＵＥＺ（ｅｄ・）　 １９８０＝２３ａ］。 これ は スペ イ ン語 一 ユ カ テ クマ ヤ語 辞 典

で あ るが ， こ こに使 わ れ て い る文 字 は これ ま で述 べ て きた も の とか わ らな いの で ， こ

の点 か らみ て も問 題 なか ろ う。

　 Ｓａｎ　Ｂｕｅｎａｖｅｎｔｕｒａ の文 法 書 は第 ２番 目の文 法 書 で， そ の次 に Ｂｅｌｔｒａｎ の 文 法 書

が １７４６年 に あ らわ れ る。 これ を古 典 ユ カ テ クマ ヤ語 の三 大 文 法書 とい う こ とが で き る。

　 と ころ で マ ヤ文 字 に は， い わ ゆ る ラ ンダ の ア ル フ ァベ ッ トを み て もわか る よ う に，

い くつ か の 音声 記 号 があ った 。 そ う した 文 字 記 号 を用 い てユ カ テ クマ ヤ語 を表 わ す こ

とが な か った の は ， それ らが アル フ ァベ ッ トに 比 べ て圧 倒 的 に不 便 で あ ったた め で あ

ろ う。 しか しそ れ以 上 に ，土 着 文 化 の 弾圧 が大 き な原 因 で あ った よ うに思 わ れ る。 た

とえ ば Ｌａｎｄａ は ，

　「我 々はこれ らの文字で書かれた本をた くさんみつけた。 これ らは悪魔の 迷信 と虚偽 のほ

かな にものも含まないので， 焼 きすてて しま った。 そのため， 彼 らはおおいに驚 き苦 しん

だ」 ［ＬＡＮＤＡ　 １９３８：２０７］。

と書 い て い る。 お お い に な げ い たの は 彼 らば か りで は な い。 の ちの マ ヤ学 者 す べ て が

な げ い た仕 業 で あ る。

　 １８世紀 に入 る と， さ き ほ ど述 べ た古 典 ユ カ テ ク マ ヤ語 の三 大 文 法書 の 最 後 で あ る

Ｂｅｌｔｒａｎ の 文 法書 が 出 る。 この 頃 ま で に言 語 的 な 変化 が お こ って い る。 彼 は正 字 法 の

改革 を は か って い る。 す な わ ち， ９の か わ りに ｚ，ｖ の か わ りに ｕ を 用 い る こ とに し

た の で あ る。 ９の 場合 ， ｃｅｄｉｌｌａ を忘 れ る 可 能 性 が 高 いか ら ｚに か え た方 が よ い とい

って い る。 そ の点 か らい え ば ，ｐ を 二 重 の ＰＰ に し た の も 賢 明 な 処 置 とい え よ う。

た とえ Ｐ の棒 を忘 れ て も Ｐ が 二 重 だ か ら Ｐ とま ちが う こ とは な い。 ｃｈ の声 門 音 の

場 合 ， これ ま で の書 法 を守 り ｃｈ と して い る。 印 刷物 に限 らず ，写 本 で も ｃｈ の ｈ の

棒 を 忘 れ る場 合 が少 な か らず あ るの で ，ｇ の場 合 と同 じで あ る。 これ を その ま ま に す

るの は ， ９の ｃｅｄｉｌｌａ を忘 れ る可 能 性 が 高 い か ら ｚ に か えた と い う 理 由 が 薄 れ る で

あ ろ う。 ｔの声 門音 の場 合 ，　 ｔｈ で は な く ｔｈ と して い る。 この場 合 も ｈ の棒 を 忘 れ

る可 能性 が高 く， ９の場 合 と同 じで あ る。 そ れ ゆ え ，Ｂｅｌｔｒａｎ の提 案 は， そ の 当 時 の

ス ペ イ ン語 の正 字 法 の 改革 と時 を 同 じ く して お り， Ｂｅｌｔｒａｎ はた だ単 に スペ イ ン語 の
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正 字 法 の改 革 を ユ カ テ クマ ヤ語 に適 用 させ た だ け とい うこ とが で き よ う。

　 一 音 二 字 が ユ カ テ ク マ ヤ語 に も用 い られ て い るが ， これ は 決 して好 ま しい こ とで は

な い。 ｔｈ を ｔｈ とか え た の も， た とえ ば ｐａｔ－ｈａｌ（調 べ る，終 る等 ）の よ うに ［ｐａｔｈａｌ］

と ［ｐａｔ’ａｌ］の 二通 りに とれ る曖 昧 さを避 け るた め に，　ｔｈ と した と も考 え られ る。 そ

の点 か らい う と，ｃｈ とい う一 音 二 字 もま ず い こ とに な る。　ｚｕｃｈａｌ（馴 れ る） の よ うな

場合 ， ［ｓｕｋｈａ１］で あ るが ， ［ｓｕ６ａｌ］と読 め る か らで あ る。 この 曖 昧 さ は避 け られ て い

な い。

　 Ｂｅｌｔｒａｎ の正 字 法 の改 革 は， 手 許 の 第 ２版 で は全 篇 にわ た り守 られて い るが ， の ち

の書 にお い て採 用 され た わ けで は な か った。 １８世 紀 ， １９世紀 に お いて も， ｇの例 を み

る こ とが で き る し，ｇ，　Ｚ，　Ｓは区別 な く用 い られ て い る。　Ｕ と Ｖ の場 合 も同様 で あ る。

３． １７４６年 か ら現 代 ま で

　Ｂｅｌｔｒａｎ の正 字 法 の改 革 は， 改革 とい って もお おげ さな もの で はな く， 単 に ｚ と ｕ

の使 用 に注 意 を促 した に す ぎ な い もの で あ った が ，Ｂｅｌｔｒａｎ の頃 ま で に 大 きな 変 化 が

言語 面 ば か りでな く，文 化 面 に ま で お こ った よ うで あ る。 言語 面 で 目につ ぐも の は確

実未 来 形 とい って も よ い 一〇ｍ の 消失 ，他 動 未来 の接 尾 辞 一Ｖｂ の 一ｅへ の変 化 ， 受 身

の 接尾 辞 一ａｂａｌの 一ａａｌ（－ａ？ａｌ）へ の変 化 等 が あ げ られ るが ， 非 常 に大 きな変 化 が マ

ヤ暦 に もあ らわ れ る。 古典 期 時代 か ら １カ トゥ ンは２０年 で あ った が ， この時 期 に２４年

が １カ トゥ ンに な り， しか も カ トゥ シの終 りの アハ ウの 日で そ の カ トゥ ンは 名付 け ら

れて いた の が ，最 初 の 日 と解釈 さ れ る よ う に な った こ とで あ る。 そ れ ゆ え Ｂｅｌｔｒａｎ の

文 法 書 が で きた年 を も って ，本 論 は ２つ に 区切 る こと に した の で あ るが ， そ れ が正 当

で あ るか ど うか は これ か らの研 究 にま た ね ば な らな い し， そ の原 因 につ いて も くわ し

く検 討 す る必 要 が あ る 。

　 これ ま で 述 べ て きた もの の 中心 は， ス ペ イ ン人 を は じめ とす る異 国 人 ， ま た はメ ス

テ ィソ に よ る もの で あ った。 １８世 紀 にな る と， ユ カ テ クマ ヤ人 の手 に な る もの が い く

つ か残 って い る。 そ の 一 つ に チ ラム ・バ ラム の書 と称 され て い る一 連 の書 物 が あ る。

ユ カ タ ンの村 々 に保 存 され て い た ，ユ カ テ クマ ヤ語 で書 か れ た書 物 で あ り，内 容 はユ

カ テ クマ ヤ人 の伝 承 や ヨー ロ ッパ の暦 の翻 訳等 ，多 岐 にわ た るが ， いず れ も チ ラ ム ・

バ ラム の書 と呼 ばれ て い る。 これ らの書 物 は保 存 され て いた 村 の 名 を冠 して， た とえ

ば 『チ ュ マ イ ェル の チ ラ ム ・バ ラム の書』 とか 『テ ィ シ ミ ンの チ ラム ・バ ラ ム の書 』

とか 呼 ばれ る。 これ らの書 物 は征 服 後 ま もな く書 か れ は じめ た に ちが い な いが ， 現 在
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残 って い るの は，１８世 紀 以 降 の写 本 ， また は１８世 紀 以 後 に書 か れ た もので あ る。 そ の

他 には 『バ カ ブ の 儀 式 （Ｒｉｔｕａｌ　ｄｅ　ｔｏｓ　Ｂａｃａｂｅｓ）』 や 『カ ル キ ニ 年 代 記 （Ｃｒｏ’ｎｉｃａ　ｄｅ

Ｃａｔｋｉｎｉ）』 等 の書 物 や 土地 文書 等 が あ る。

　 これ らの文 書 は書体 の み だ れ た と こ ろ もか な りあ るが ，相 当 注 意深 く書 かれ た もの

に ちが い な く，書 きま ち が い は ほ とん どな い。 しか し書 き方 は首 尾 一 貫 して い な い。

典 型 的 な例 と して 『チ ュマ イ ェル の チ ラム ・バ ラムの 書』 の ２頁 に生 起 す る こ とば を

と り あげ て み よ う。

v hool poop 

v hool. v poop

v hol upoop v hol upop 

u hol u pop 

u hol upop 

u hol  pop 

^ hol pop

そ の書 き方 には上 の よ うな 変体 が み られ る。

　 ユ カ テ ク マ ヤ語 で は ， 省 略 形 は ｙｅｔｅｌを ｙ ま た は 。ｙｔ．，　ｙｅ な ど に省 略 す る場 合 が

あ るだ け で， まず省 略形 は用 い られ な い。 しか し 『チ ャ ンカ フの チ ラム・バ ラ ムの 書』

で は ，非 常 に省 略 が多 い。 一 例 と して ｙａｈａｌ　ｃａｂ （夜 明 け） とい う こと ばが ど の よ う

に書 か れ て い るか 挙 げ て み よ う。 ～ と ．を使 い ， ま るで 省 略 で き るあ らゆ る可 能 性 を

追 求 して い る よ うで あ る。

y. hal cab 

y.  hl. cab 

y. h. cab 

 yahl. cab 

y. h. cab 

yh.1 cab 
 'Cr.  hl. cab

y.  hl. cã. 

 yahal cã. 

yahã. cã. 
'''
T. h. cã.

yahã. c. 

yahal c. 

y. ha. c.

 [Chilam  Balam de  Chan Cah  1982: 1-4]

　 単 語 と単 語 の間 はふ つ う区切 られて い るが ，一 単 語 で も音 節 的 に分 け られ て い る場

合 も多 い 。 『チ ャ ンカ フの チ ラム ・バ ラム の書』 で は， 行 が え の一 単 語 が二 行 に わ た

る と き，ｈａ－ｃｈ （お お い に），　ｎａ－ｋ （お なか ），　ｕｉｎ－ｉｃｉｌ（人 ）な ど の よ うに， 音節 的 に

区切 られ て い な い場 合 もた くさん み られ る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １０３
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　 これ らの文 書 に は ま た， 句読 点 や 大 文 字 も用 い られ て い るが ，句 読 点 は か な らず し

も文 や 句 の 区切 れ に あ るわ けで は な い し， 大 文字 も文 の始 め や人 名 な どに使 わ れ て い

るわ け で は な く，原 則 が な い。

　 １８４０年 代 か ら５０年 代 の いわ ゆ る Ｇｕｅｒｒａ　ｄｅ　Ｃａｓｔａ 時代 の手 紙 が， メ リダ の 図書 館

の Ｃａｒｒｉｌｌｏ　ｙ　Ａｎｃｏｎａ の コ レク シ ョ ンに保 存 され て い る。 これ らに よ り １９世 紀 中葉

に使 わ れ た文 字 が どの よ うな もの で あ った か わ か る が ，そ れ らは ， チ ラ ム ・バ ラム の

書 に使 わ れ て い る文 字 や そ れ以 前 の 文 字 とか わ る と こ ろが な い。

　 Ｃａｒｒｉｌｌｏ　ｙ　Ａｎｃｏｎａ は司教 で あ った ばか りで な く，１９世紀 末 の大 文 化 人 で あ り彼 自

身 多 くの著 書 を 残 して い る。彼 の 代 表作 の一 つ 『ユ カタ ン古 代 史 （Ｈｉｓｔｏｒｉａ　ａｎｔｉ．ｇｕａ　ｄｅ

Ｙｕｃａｔａｎ）』 に は次 の よ うな表 記 がみ られ る。

p t tz ch c (qui, que) 

pp dt dz dch k 

b

 is  z} x h 

m n

ｔ，ｔｚ，　ｃｈ の声 門 音 を ｄｔ，　ｄｚ，　ｄｃｈ と して お り， あ る意 味 で は体 系 化 を は か った表 記 と

み る こ とが で き る。 しか し ［ｋ］音 の場 合 ， ス ペ イ ン語 式 に ｉと ｅの前 は ｑｕｉ，　ｑｕｅと

して ，そ の体 系 的 な表 記 法 をみ だ して しま って い る。 こ こで と りあ げ て お きた い の は

ｄｚで あ る。 この ｄｚ は今 日ユ カ テ クマ ヤ語 の ［¢’］の表記 と して 広 く用 い られ て お り，

誰 が最初 に用 い た の か興 味 が わ くの で あ る が，筆 者 の調 べ え た 範 囲 で は ，彼 が最 初 で

あ る。 しか しな が ら ｄｚ とい う表 記 は ， ユ カ テ クマ ヤ語 に な じみ のな い 人 に と って は，

か な り誤 解 を生 む表 記 で あ る。

　近 代 の最 良 の文 書 法 は， Ｌ６ｐｅｚ　Ｏｔｅｒｏ の 『（］ｒａｍａｔｉｃａｏＭ ａ７α』 ［１９１４］ と思 わ れ る が，

そ の書 の 使 用文 字 は伝 統 的 な 書 法 を用 い て い る。 この 当時 ， Ｃａｒｒｉｌｌｏ　ｙ　Ａｎｃｏｎａ に み

られ る よ う に， 正 字法 の改 革 の 試 み が お こ った が， 依 然伝 統 的 な書 法 を守 る人 もい た

とい う こ とが で き る。

　 １９２１年 に は Ｔｏｚｚｅｒの 『Ａ　Ｍ ａ２ａ　Ｇｒａｍｍａｒ』 がで て い る。 １６世 紀 か らそ の 当 時 ま で

の ユ カ テ クマ ヤ語 の研 究 を ま とめ た もの が ，文 法 の あ とに のせ られ て お り， そ の点 で

は非 常 に有 用 で あ るが ，動 詞 の 分 類 や 音声 表 記 等 に受 け入 れ が た い と ころ が あ る。 彼

の表 記 法 は次 の とお りで あ る。

 pta  tgk 

p' t'  a'  tg' q 

b

 sghH 

 mn  I 

 wy
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彼 は ［ｋ］ と ［ｋ’］を ｋ，ｑ と し，　 ｐａｉａｔａｌと ｖｅｌａｒの ちが い と して い る。 ま た ［¢］ と

［¢’］を ｏ と ｏ’と書 いて い る。 ｏ は それ ま で ［¢’］ を表 わ す 文 字 と して 用 い ら れ て き

た ので ， これ は まず い よ う に思 わ れ る。喉 音 を除 くと，声 門 音 と非 声 門 音 を ’の あ る

な しで 区別 して お り， そ の 点 で は体 系 的 な表 記 と いえ よ うが ， ｏ，　ｏ’は も ちろ ん ，　ｔ蓉，

ｔ９’を踏 襲 す る人 はい な い 。　Ｈ は ａｈ の 縮約 形 の とき の音 に しか あ らわ れず ， これ を

音素 と して 登録 す る の もよ くな い。 しか し声 門 音 に ’を用 い る こ とや そ の他 の音 の書

き方 は， ア メ リカ言 語 学会 が採 用 して い る書 き方 で あ り，現 代 ま で よ く受 け継 が れ て

い る。

　 １９８０年 ， これ ま で の辞 書 す べ て を 一 つ の 辞 書 にま とめ た辞 書 『Ｄｉｃｃｉｏｎａｒｉｏ　Ｍ ａｙａ

Ｃｏｒｄｅｍｅｘ』 が 出版 さ れ た。 ユ カタ ン人 の学者 Ａｌｆｒｅｄｏ　Ｂａｒｒｅｒｒａ　Ｖａｓｑｕｅｚが 編 集 に あ

た った も ので ，表 記 法 は彼 の文 法書 ［ＢＡＲＲＥＲＡ　ＶＡｓｇｕＥｚ　 １９４６］ に従 って い る。

p t  ts ch k 

p' t' ts' ch' k' 

b

s x h  ' 

 m  n  1 

 w  y

古典 ユ カ テ ク マ ヤ語 が主 体 の辞 書 で あ るに もか かわ らず ， そ の よ うな 表 記法 に か え て

い るの で ， 頭 の な か で ｋ は ｃ，ｔｓ’は ｏを書 きか え た もの だ とい ち い ちお きか え な け

れ ばな らず ，不 便 で あ る とい え ぱ不 便 で あ る。 しか し声 門 音 と非 声 門 音 の ちが い を ’

の あ るな しで 表 わ して お り， そ の点 か らい え ば ， これま で の もの の 中で は一 番体 系 的

で あ る。 難 を い え ば ，ｔｓ，　ｔｓ’の 表 記 で あ る。 そ れ は ｔｚ，　ｔｚ’と改 め た 方 が よい で あ ろ

う。 こ ち らの方 が伝 統 的 で あ る し， ま たユ カテ クマ ヤ語 に は ｔ－ｓとい うつ な が りが あ

るか らで あ る。 た とえ ば ｓａｔ－ｓ－ａｈ は ， ［ｓａｔｓａｈ］で あ る の に， ［ｓａ¢ａｈ］ と と られ か ね

な い。

　 この辞 書 の書 法 は ， しか しな が ら，全 面 的 に受 け入 れ られ て い な い。 アル フ ァベ ッ

トに ’を つ け た形 に抵 抗 を示 す 人 が い るの で あ る。 現代 の ユ カ テ クマ ヤ語 の表 記 法 に

は，この他 に も い くつ か あ る。 た とえ ば ユ カ テ クマ ヤ 語 を学 ぶ た めの 『Ｃａｒｔｉｔｔａ　Ｍ ａｙａ』

［１９７２］ に は，次 の よ うな 文 字 が使 わ れて い る。

ｐ ｔ ｔｚ ｃｈ ｃ（ｑｕ）

ｐ，ｔ’　ｄｚ　 ｃｈ，　ｋ

ｂ

 

s  x  j  ' 

 m  n  1 

 w  y

こ れ は 文 部 省 （Ｓｅｃｒｅｔａｒｉａ　ｄｅ　Ｅｄｕｃａｃｉ６ｎ　Ｐ丘ｂｌｉｃａ） と イ ン デ ィ オ 研 究 所 （Ｉｎｓｔｉｔｕｔｏ
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Ｎａｃｉｏｎａｌ　ｌｎｄｉｇｅｎｉｓｔａ）よ り発 行 され て お り，そ れ ゆ え，一 応 政府 の公 的 機 関 の表 記 法

とみ なす こ とが で き る。 この Ｃａｒｔｉｌｌａは夏 期言 語 学 研 究 所 （ｌｎｓｔｉｔｕｔｏ　ＬｉｎｇＵｉｓｔｉｃｏ　ｄｅ

Ｖｅｒａｎｏ）の協 力 を あ お い で お り， 夏 期言 語 学 研 究 所 が使 って い る文 字 と同 じで あ る。

つ ま り聖 書 の表 記法 と も 同 じで あ る。 使 わ れ て い る 文 字 には ｄｚあ り ’あ り ｘ あ り

とい った状 態 で ， これ ま での 表記 法 の い い と ころ を と り入 れ た の か も しれな い が ， む

しろ こち ゃ まぜ に入 って い る とい った方 が適 切 で あ ろ う。

　 現 在 ，純 言 語 学 的 な もの に は デメ リカ言 語 学会 の 音声 記 号 が用 い られ て い るが ， そ

の 他 の場 合 に は， コル デ メ ック ス の辞 書 に み られ る表 記法 や ， 聖書 や Ｃａｒｔｉｌｌａ に み

られ る形 ，伝 統 的 な書 法 に従 った もの （この場 合 ｏは ｄｚに お きか え られ て い る） の ，

大 き く分 け れ ば ４つ の書 き方 が許 され て い る。

　 しか しな が ら， 現 代 のユ カテ クマ ヤ人 の 多 くは ， ユ カテ クマ ヤ語 の表 記 を しらな

い。 読 む必 要 もな い し，書 く必 要 もな い。 ス ペ イ ン語 の読 み書 きが で きれ ば十 分 な の

で あ る。 ス ペ イ ン語 の読 み書 きが で きる人 で も， ユ カ テ クマ ヤ語 にな る と全 然 で き な

い人 が ほ とん ど で あ る。筆 者 がユ カタ ンの小 村 に滞在 した とき， ユ カ テ クマ ヤ語 の 聖

書 を もって い る人 に あ った 。 そ の人 は スペ イ ン語 の読 み 書 きが で きる。 聖書 は ス ペ イ

ン語 の表 記 に近 づ け て書 か れ て い る。 しか し彼 は全 然 読 め な か った。 筆 者 が た ど た ど

しい なが ら もユ カ テ クマ ヤ語 で読 む と， な るほ ど そ う書 いて あ るの か と理解 で き た の

で あ る。彼 の場 合 は まだ よ い方 で ， スペ イ ン語 の読 み 書 き もで きな い人 が ほ とん ど で

あ る。

４． む す び

　 １６世紀 か ら今 日 に至 る正 字 法 に注 目 して ， マ ヤ人 の 文 字使 用 の問 題 を 扱 って き た が，

ユ カ テ クマ ヤ語 の研 究 を簡 単 な が ら もた ど らざ る を得 なか った。 ユ カ テ クマ ヤ語 の研

究 は， マ ヤ諸語 の な か で もず ば ぬ け て多 く， そ の文 献 は Ｔｏｚｚｅｒの時代 にす で に７００

を超 えて い る。 もっ と もそ の 中 に は， ユ カタ ン史 や教 義 の訳 な ど， 純 粋 な ユ カ テ ク マ

ヤ語 の研究 書 で は な くユ カテ クマ ヤ語 にま つ わ る文 献 が た くさん は い って い るが， 他

の マ ヤ諸 言 語 と比 べ れ ば， 非常 に多 い。 そ の後 も研 究 は盛 ん で ，現 在 で は入 門 テ ー プ

まで 手 に入 れ る こと が で き る。 しか し， ユ カ テ クマ ヤ人 に と って文 字 と はな にか と問

え ば， や は り無 用 の長 物 とい う答 がか え って くる で あ ろ う。古 代 か ら文 字 は一 部 の階

級 に しか 用 い られ て こず ， そ れ は現 在 で もか わ らな い。 チ ラム ・バ ラムの書 や 『バ カ

ブ の儀 式』 な ど の文 学 を生 ん だ伝 統 が今 日に伝 わ らな い の は， い か に も残念 で あ る。
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　最 後 に ，１６世紀 か ら今 日まで の 正 字法 の移 りか わ りがわ か るよ う，各 書 物 に使 わ れ

て い る文 字 を一 覧 表 に して み た３｝。母 音 とス ペ イ ン語 に用 い られ て い る文 字 ， た とえ

ば ｄ，ｆ，９ な どの文 字 は省 いた 。 この表 によ り， い くつ か の 変 化 を 読 み と る こ とが

で きよ う。 １６世紀 か ら１９世紀 ま で ， その 正字 法 は小 さな変 化 を除 き， よ く守 られ て き

た 。 小 さな変 化 とは ， ｐ と ｔの声 門音 と ｓ，　ｗ，　ｙ の 音 の書 き方 で あ る。 １９世紀 の 末

にな る と， 正 字 法 を 改 め る気 運 が芽 ば え る。 も っと もそ れ を 大胆 に 押 し進 め た のが

Ｃａｒｒｉｌｌｏ　ｙ　Ａｎｃｏｎａ で あ り，彼 の改 め た うち の ｄｚが の ち にひ きつ が れ る。 ２０世 紀 に

入 る と， お そ ら く Ｔｏｚｚｅｒが は じめ て使 った と思 わ れ るが ，今 日声 門 音 を表 わ す た め

に ア メ リカ言 語 学 会 で 採 用 され て い る ’が ユ カ テ クマ ヤ語 に も登 場 す る。 しか しそ れ

は地 名や 人 名 な ど の慣 用 表 記 に は採 用 され ず ，地 名 や 人 名 は伝 統 的 な表記 法 の ま ま で

あ る。 た だ し ｏは ｄｚ にか え られ て い る。現 在 は ア メ リカ言 語 学 会 の音 声 字 母 （国 際

字母 ）， 『Ｃａｒｔｉｌｔａ　Ｍ ａ２ａＳ に用 い られ て い る字母 ， コル デ メ ックス の辞 書 に用 い られ て

い る字母 ， そ れ に伝 統 的 な字 母 の おお き く分 けて ４つ の表 記 法 が 用 い られ て い る。 一

人 の人 で もあ る と き は慣 用 表 記 を 使 い， あ る と きは 国 際字 母 を 用 いた り，場 合 場 合 で

使 いわ け て い る。 学 問 が発達 した現 在 の 方 が む しろ表 記法 は混 乱 して い るの で あ る。

見 方 を か えれ ば， 学 問 の介 入 が 今 日の混 乱 を もた ら した と いえ な い こ ともな か ろ う。

後 記

　本稿 は，日本学術振興会の特定国派遣事業によって可能 にな った 「ユカテクマ ヤ語 の研究」の

一部をなす。関係諸氏 に感謝の意を表 したい。

３）本 表 は， ユ カ テ クマ ヤ語 を表 わす 文 字 を ほぽ 網羅 して い る はず で あ る が， この他 に も違 った

文 宇 を 使 った もの が で て くる可 能 性 が， 少 しで は あ るが ， あ る。 た とえ ば， メキ シ コの 国 立古

文 書 館 の Ｔｉｅｒｒａｓ　Ｖｏｌ－１４１９ と分 類 さ れて い る土地 文 書 に は ， ［Ｐ’】に ｐｈが 用 い られ て い る・

Ｃｅｎｔｒｏ　ｄｅ　Ｅｓｔｕｄｉｏｓ　Ｍ ａｙａｓの Ｏｔｔｏ　Ｓｃｈｕｍａｎｎ に よ る と， ［ｗ］に ｈｕ が用 い られ て い る文 書 も

あ る と い う。
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表 １ 現 代 ユ カ テ ク マ ヤ 語 の 音 素 に 対 応 す る 文 字

現代ユカテクマヤ語 の音素

文 献 名

Carta 1567 

Diccionario de  Motu14) 16c 
Diccionario de Vienna  16c-17c 

Coronel 1620 

San  Buenaventuras) 1684 
Beltran  1746 (1859) 

 Títles of Ebtun6)  17c/  18c 

Ritual de los Bacabes 18c 
Chilam Balam de Tizimin 18c 

Chilam Balam de Chumayel 19c 

Chilam Balam de Tekax 1833 
Chilam Balam de Chan Cah 1839 

Chilam Balam de Nah 1896 
Cartas 1840'-1850' 

Pio  Pérez  7) 19c 

Ruz 1846 
Carrillo y Ancona 1883 

Pacheco Cruz 1912 (1963) 

López Otero 1914 
Tozzer 1921 

Andrade 1955 

Cartilla Maya 1972 

Dicc.  Cordemex8) 1980
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4)  [MARTÍNEZ HERNÁNDEZ  (ed.) 1929] 5) [MARTÍNEZ HERNÁNDEZ  (ed.) 1929] 6)  [Roes 1939] 7)  [Códice Pérez 1949, 1979] 
8) [BARRERA VÁSQUEZ (ed.)  1980]
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